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1 は じ め に

小麦については,秋播き栽培では播種作業が水稲収穫作

業と競合することや,収穫が梅雨期に当たるため,収量及

び品質が不安定なことが大きな問題である。このような不

安定要素の多いイヽ麦作において,近年の土地利用の効率化

並びに受委託栽培の促進の視点から新たな一つのメニュー

として小麦の春播き栽培技術の確立が強く要請されている。

そこで,本県における小麦の春播き栽培における適応性

を検討するとともに,品種・系統の選定を行った。

2試 験 方 法

0)試験場所 岩手県北上市 県農業研究センター圃場

12)供試品種・ 系統 東北農試育成系統 2系統,九州農

試育成系統 3品種,北見農試育成系統 2品種,春化処理ナ

ンプコムギ (5℃ 30日 処理,8℃ 30日処理)以上1998年 供

試,東北農試育成系統 1系統,九州農試育成系統 3品種 ,

北見農試育成系統 2品種,以上1999年供試

0)耕種概要 (表 1)

表2 春播き小麦の生育時期及び生育量 (1998年 )

3 試験結果及び考察

0)試験結果

1998年 の結果から,播種期別に比較すると,3月 30日播

種の方が,収量・品質で4月 10日播種を上回る品種・ 系統

が多かった。播性程度Iの「東北橋210号」では,出穂が

安定せず低収・低品質となり,播種期が遅いほどその傾向

が強かった (表 2,3)。 1999年 は,播種量及び施肥窒素

量を増加させて4月 6日 に播種 したが,低温により1998年

の4月 10日播種と出芽期が同時期となった。 しかし,収量

水準は上回る結果となった (表 6,7)。

また,1998年に秋幡き用品種ナンプコムギ Q翻素疲 V)

表 3 春播き小麦の収量及び品質 (1998年 )

系 統 名
及び

播種期 子実重 リットル載鍾 品質 検査
重    概評 等級

1 東J踊21晴 410 191  734 258 4   外
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播種量 60(g/nf)
密条播 (条間30m)
機種畳 100(g/nI)
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表4 春化処理ナンプコムギの生育時期及び生育量 (1998年 )

系  統  名  播種期 出芽期  出穂期  成熟期  稗長  穂長  穂数  到伏の 病害則暇度(0-5)
及 び 多少  赤か  赤さ

ン

2 春化ナンプ8℃
3 ナンプコムギ

4 21    6  8      7 23     65
420        座

０

止

1～ 6

1 春化ナンプ5℃
2 春化ナンプ8℃

328  4
335 4～ 54 10   55    750

3 ナンプコムギ  4 10     座

表 5 春化処理ナンプコムギの収量及び品質 (199鋤

品 種 名 播種期 子実重 リットル刊踵 I.I
重     腰

踏
報

により穂数増加による増収が期待できると思われた。

秋播き用品種ナンプコムギの春化処理については,播種

量を増加させても実用的でないと判断された。

品種については,播性程度の低い暖地の秋播き用品種が

春播き用品種より出穂,成熟期が早く,登熟条件が有利と

判断された。なお,播性程度がIl以上のものについては低

温要求量が充足されないため適応性に欠けると思われた。

4 ま  と  め

播性程度の低い小麦の品種 。系統を用いて,本県におけ

る春播き栽培を検討し,播種晩限や品種特性を明らかにし

た。 しかし,本報で得られたいくつかの知見は,栽培法の

確立上不十分な点も多い。特に病害面では,出穂以降は赤

カビ病が発生 しやすい条件が続 くため,適正な防除の実践

が前提となる。また,春播き栽培の実用化のためには栽培

法の検討はもとより,生産物の品質評価が必要である。

止

を春化処理 して春播き栽培したが,株立ちが不安定で極低

収となり,外観品質も劣った (表 4.5)。

ニカ年の結果から品種特性をみると,九州農試育成品種

では5月 6半旬～ 6月 1半旬に出穂し,7月 3～ 4半旬に

成熟期となり,Jヒ見農試育成品種では6月 1～ 2半旬に出

穂し,7月 4～ 5半旬に成熟期となった (表 6,7)。

2)考察

播種期が遅れるほど,登熟期間がより高温で経過 しやす

く,登熟不良等の原因になることから,播種期は 4月 10日

以前とする方が収量的に安定すると判断された。なお,播

種期が遅れる場合は特に,播種量や施肥量を多くすること
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表 6 品種別の生育時期及び収量 (1998,1999年 平均)

表 7 品種別の収量及び品質 (1998,1999年 平均)
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